
─ 141 ─

くらしき作陽大学・作陽短期大学　研究紀要　第57巻第２号（通巻第103巻）2024年

１．はじめに
　令和３年（2021年）、「令和の日本型学校教育」を担う教師および教職員集団の姿が次のように示さ
れた。「①変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて学び続ける、②子供一人一人の学びを最大限
に引き出す役割を果たす、③子供の主体的な学びを支援する伴走者としての能力を備えている、④多
様な外部人材や専門スタッフ等とのチームとして力を発揮する、⑤教師が創造的で魅力ある仕事であ
ることが再認識され，教師自身も士気を高め，誇りを持って働くことができる。」１）教師は生徒一人一
人の成長に関わり、自分自身も成長できるやりがいのある仕事である。しかしながら、普通免許授与
件数は中高で年々減少し、新卒受験者が減少している。高校家庭に関しても退職に伴う採用者数微増、
産休･育休取得者の代替教員や多様な学びに対応するためTTの導入などに対応する臨時的任用教員
が不足する「教師不足」が発生している。
　こうした実態を受け、令和４年12月に出された中央教育審議会答申では、「質の高い教職員集団を
実現する『令和の日本型学校教育』を実現するための、教職員の養成･採用･研修の在り方が示された。
養成段階においては、理論と実践を往還させた省察力による学びを実現するため、今日的な教育課題
に対応した多様な現場体験･学習機会等充実を図ること」が求められている。

２．現代食文化学科「家庭科教育」の授業概要
　本学食文化学部現代食文化学科では、栄養士資格取得の他、
中学校教諭一種免許状（家庭）、高等学校教諭一種免許状（家庭）
が取得できる教育課程が編成されている（図１）。
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要　旨
　本学家庭科教育の領域には、「中学高校の家庭科の先生にあこがれて」、「中学高校の部活動でスポー
ツ栄養の大切さを知ったから」といった理由から家庭科教員を目指す学生が多い。１年生にアンケート
を取ると、「教師になれるといいな43％・教師になりたい43％・絶対なりたい14％、免許だけ取りたい０％」
である。この傾向は例年あまり変わらないが、様々な体験を経るうちに「なれるといいな」から「なり
たい」、そして「絶対になりたい」と意識の変容が見られることがわかった。この研究は、コロナ禍で
大学生活や高校生活を送った学生たちの成長の機会を創造し系統化することで学生の教職に対する志
を維持･向上させていく取り組みである。体験を通して成長したと感じられた学生は、「教師に絶対にな
る」という明確な目標を持ち教師への道（採用試験合格、教師力養成のための研修に積極的に参加、
後輩のサポート）に邁進するようになる。教員養成における実践力向上について、GIGAスクール構想
への対応、模擬授業研究、高大連携、教師力養成のための様々な活動の取組、成果、課題について考
察した。
●キーワード：家庭科教育、授業実践力、模擬授業、ICT

図１　現代食文化学科５つの領域
　　   （大学HPより）



─ 142 ─

河田　いづる

　教職を希望する学生が４年間で履修する科目モデル（例）は図２の通りである。

 
３．GIGAスクール構想注ⅰ）に対応したICT活用への対応
　令和２年10月、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す

注ⅰ）これまでの教育実践の蓄積にICTをかけ合わせ、学習活動の一層の充実と主体的･対話的で深い学びの視点から授業改善を図ることを目標
としている（2020）。

　　　https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20200706-mxt_syoto01-000008468-22.pdf

図２　2024年度生家庭科教育履修モデル
　　   （■卒業必修科目以外に必要な教職科目）
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個別最適な学びと協働的な学びの実現～（中間まとめ）」が初等中等教育分科会から出された。この
ことを受け、令和３年１月、中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』を担う教師の学びの姿の実
現に向けて」審議まとめが示された。その中で、「令和の日本型教育」の在り方を「すべての子供た
ちの可能性を引き出す個別最適な学びと、協働的な学びの実現」と定義している。教職課程コアカリ
キュラムでは、教育職員免許法及び同施行規則に基づき、「各教科の指導法（情報機器及び教材の活
用を含む。）」では、全体像を理解し、学習指導要領に示された当該教科の学習内容について背景とな
る学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を
想定した授業設計を行う方法を身に付けることが示されたのである。

（１）１人１台端末導入と新学習指導要領について
　岡山県では、令和２年10月、県立高校に生徒１人１台端末を活用した最先端のICT教育を取り入れ
るため、教育用クラウド環境や高速大容量の通信環境等のICT環境整備に向け、令和３～４年度の入
学生から学校指定端末を購入させ、活用している２）。その導入端末は表１の通りである。

　表１からわかるように、令和３年度には約７割の高校でタブレット端末が導入され、１年生から各
教科の授業で活用することとなった。このことを受け、令和３年度教育実習生（４年生）からは「新
学習指導要領」に基づいた授業と１人１台端末を見据えた教材研究と授業の実践が求められた（表２）。

　例えば、「家庭総合」（４単位）を１年・２年で分割履修している場合、現２年生は現学習指導要領
で、現１年生は新学習指導要領に対応した教科書と内容を指導することとなっている。令和４年度実
習生から令和６年度実習生は自分たちが受けたことのない教科書や１人１台端末を活用しての教材を
考え授業を組み立てることとなった。次の表は各年度実習生の置かれた状況と実習目標である（表３）。

　現代食文化学科家庭科教育の教職志望者は、総じて意欲的な学生が多く、学内の理論や実践を学外
につなげる機会、学外で研修する機会等、学生のための多様な体験の機会を創造する環境に恵まれて
いる。加えて、情熱を持ち教育実習生の指導に当たってくださる実習校の先生方にも感謝申し上げたい。

表１　岡山県立高等学校等の１人１台端末の導入状況　
岡山県教育委員会高校教育課「県立高等学校等の生徒1人1台端末の導入について」より作成

表３　各年度実習生の置かれた状況と教育実習目標

表２　高校での教育実習
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４．実践活動（令和４年度～６年度）
（１）授業実践　
　令和３年までの高校の授業は、教師がスライドや動画を用いて説明したり、生徒の学習成果の発表
時に活用したりするにとどまっていることが多かった。しかし、令和４年から高等学校では生徒１人
１人がタブレット端末を購入し、どの科目でも積極的に活用することが義務づけられている。教師自
らがICT機器を効果的に活用できるよう知識や技術を身につけておかなければならない。教員養成課
程においても教育実習で「ICT機器を適切に且つ効果的に活用する授業」実践が求められている。３
週間という短い期間に生徒を理解し、授業での効果的な活用は容易ではないが、事前に模擬授業や高
校生の授業に触れる機会を作ることで、教育実習に向けての姿勢や意気込みが変わってくる。取り組
み事例は次の通りである。
①　授業での模擬授業
　図２及び表４のとおり、１学年から模擬授業実践を重ね、他の人の模擬授業を見ることで、小中高
の「家庭科」の学びの系統性を理解し、実生活と関連を図った問題解決的な学習を授業の中に組み込
んでいくことができる。模擬授業のテーマは各授業段階により異なるが、質疑応答の他必ず、①授業
者からの感想、反省、②授業を受けた側から良かった点･注意したらよい点・まねしたい点について
発言する、③学習指導案、ワークシートは人数分印刷し配布することにより、各自の授業づくりの参
考にすることをルールとした。学生の感想は次の通りである。
・50分の授業を組み立てるのは難しいが、回数を重ねているうちにできるようになった。
・先輩に授業を見てもらう時は緊張するが、アドバイスが的確で勉強になる。
・授業を作るのは楽しいが、学習指導案の作成は苦手。
・PowerPointは自由度が高く作りなれているが、Chromebookに対応したGoogleスライドは使いにくい。
・模擬授業を見合うのは自分の授業作りの参考になる。
・Googleスライドの方が、画面がシンプルで見やすい。１つのスライドに情報を入れすぎない。
・先輩の授業は迫力があり、自分もそのような授業ができるようになるのか頑張りたい。
・板書を上手に使うと、授業の目標とまとめが授業の終わりに確認できる。
・板書だけの授業に立ち返ったうえで、ICTを効果的に活用していきたい。
・他の人の学習指導案やワークシートは、その領域の授業を考えるときに参考になる。

②　模擬授業研究会
　家庭科教育領域では、学年を超えて「学び合う」ことを目的として模擬授業研究を行っている。学
生は、学習指導案、ワークシートや小テストを準備し、50分の授業を行う。アクティブラーニングを
取り入れ、目標・指導・評価の一体化を大切にし、授業者のまとめと生徒側の振り返りを大切にさせ
ている。授業後は、授業者の振り返りと生徒側の学生は感想を発表する。気になった点、良かった点、
まねしたい点を具体的に言葉にすることで、参加者全員が次の授業に活かすことができている。自分
の想定した導入だけでなく他者の導入や授業の仕掛けに触れることで視野を広げ授業づくりの楽しさ

表４　授業実践力をつける模擬授業研究
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を学び、教員採用試験の模擬授業対策につなげている。令和６年度は、「家庭科教育法Ⅲ･Ⅳ」の授業
が学校現場の黒板に近い大きさの教室で開講できているため、学生の模擬授業にも迫力が加わってき
ている。配慮に感謝している。令和６年度の模擬授業研究会は表５の通りである（予定を含む）。

③　作陽学園高校での教育活動
　令和５年度に津山市から倉敷市玉島に移転してきた作陽学園高校において、実習室整備（図３）、
模擬授業、実習補助、部活動補助等の機会を得ている。家庭科教員は専門学科、総合学科では複数配
置されているが、一人配置や兼務配置も少なくない。新しい実習室の整備に当たることは学生にとっ
て貴重な経験となった。調理実習では、TT注ⅱ）の経験、食材の見積もりや購入、時間配分、調理実習
の使用の徹底など全てが初めての経験で改めて家庭科教員として必要な力や教壇に立つまでにつけて
おきたい力を振り返ることができた。

④　探求型学習
　授業では「何がわかったか」「何が身についたか」「何ができるようになったか」を確認することが
重要である。家庭科の持続可能な生活の指導では、今日この時から生徒の意識や行動様式が変わるこ
とを目標としている。そのため、授業の導入で生徒をどう引きつけられるかが重要である。「家庭科
教育法Ⅰ」では、先輩たちの学習指導案や模擬授業を参考に荒削りながら学習指導案を作成し、少人
数を対象に６分間の導入の模擬授業を行っている。授業後の反省としては、「前に立って授業をする
と思うと緊張したが、終わってみると達成感があり、授業作りの楽しさが味わえた。」、「次は他の人

表５　令和６年度模擬授業研究会

【使用機器】個人PC、Chromebook、iPad、wi-fiルーター、プロジェクター、ポインター
・Googleエデュケーションの教師側、生徒側環境が理解でき効果的に活用できる。
（Classroom、スライド、Forms、スプレッドシート、meet、チャット）

表６　作陽学園高校での実践　＊令和6年度は予定

図３　調理台下の写真カードと片づけチェック
シート

注ⅱ）Team Teaching　複数の教師が協力して授業を行うこと。
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の導入を参考にもっと良い授業をしたい。」といった肯定的な意見が多く出た。導入で生徒を引きつ
けるのに有効であったメディア教材をあげる（表７）。

⑤　教育実習報告会
　教育実習後に４年生が教職志望の１～３年生、食文化学部の先生対象に報告会を開催している。受
付、進行、記録計時等の運営は３年生が行い、依頼状とお礼状の作成は４年生が行っている。この経
験も学校現場で実際に役立ってくる。次年度につなげていくため、後輩へのアンケートはGoogle 
Formsで行っている（図３）。ICTを文房具のように活用し、教職志望者たちの絆が卒業後もつながっ
ていく機会と考えている。

（２）教師力養成のための活動
①　オープンキャンパスでのミニ講座
　オープンキャンパスでの学生スタッフの経験は、教職を目指す学生にとって貴重な機会となるため、
オープンキャンパスで育成する力を次のように捉え指導している。
　・コミュニケーションスキルの向上　・自己成長を認識する機会　・母校愛と学園への貢献意識
　・イベント企画力と時間管理意識　　・リーダーシップとチームで協働する力
　令和６年３月オープンキャンパスからは、プロジェクターを用いて、学生が家庭科教職課程の４年
間の学修の説明とミニ授業を行っている。自分の学んでいることを高校生や保護者に説明することで、
「教師になる」という目標を明確にしている。令和６年度は教員採用試験日程の早期化と３年生チャ
レンジ受験が開始され、１・２年生中心での実施となったが、教員採用試験に現役合格をした学生が
急遽、シンポジウムや教職ブースのミニ授業を進行してくれたことは後輩たちの士気を高める機会と
なり大きな成果につながった。体験が経験に積み重なり、学生の自己肯定感が高まることを共有でき
たオープンキャンパスであった。このことを受け、６月のオープンキャンパスからは入学したばかり
の１年生にオープンキャンパスのブースを託すこととした。もちろん２年生のサポート力が必要では
あるが、当日は大学入学直後の楽しそうな姿を高校生や保護者に見てもらうことができた。６月、８

図３　教育実習報告会アンケート結果より一部抜粋（Googleフォーム）

表７　導入に有効と思えるメディア教材一覧（例）
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月のオープンキャンパスには、３月卒業の先輩たちが教職ブースを訪ねてくれ、教職を目指す後輩や
高校生がロールモデルに触れることができた。学生たちからは、学年を超えて協働しブース運営がで
きたことで達成感が得られたとの声を聴くことができた。
②　ティーチイン倉敷中央の学生ファシリテーター
　令和４年度までは一般大学生として参加していたが、令和５年度からは学生ファシリテーターとし
て高校担当者とも事前打合会を持ちながら実施している。夏冬の年２回開催し、１回目はテーマに沿
い、大学生が高校生にインプット、２回目は１回目のティーチインで学習したことを発展させた（表８）。

【成果と課題】学生の感想から
成果：・テーマが授業で学習している内容であったため、スライドや動画で紹介しやすかった。

・担当を決め、LINEで連絡を取りながらGoogleスライドを作成した。作成した内容を高校側
担当者と共有することで直前まで修正をすることができた。

・JamboardやGoogle Formsを活用することにより、意見の共有や最初と最後の意識の変化を
読み取り、全員で共有することができた。

・校長先生や担当の先生に「とてもよい取り組み」と評価していただき、やりがいを感じた。
・複数回参加するうちに自信を持って会を運営できるようになった。

課題：・高校生や中学生が参加しやすい日程を優先させているため、夏は、教員採用試験や給食管理
校外実習事前準備期間に重なり、３、４年生が参加できない。冬は、１、２、３年生は授業
があるため参加しにくい。年間を通して継続的に参加できないことが課題である。

　学生の感想からもティーチイン倉敷中央が学生の成長や気づきの機会となっていることがわかる。
昨年度からタブレットを活用しながら運営しているため、参加した高校生全員が取り組めている。し
かし、グループでコミュニケーションを取りながらまとめる部分では、「どうしたら話の輪に入って
いけるよう誘導できるのか」等がファシリテーターに求められている（図５・図６・図７）。

③　見学･授業参観
　「教職実践演習」等の授業の一環として、積極的にICT授業に取り入れている学校現場を見学させて
いただいた。その年次の学生に必要と思われる学校種に見学や授業参観、模擬授業を依頼している（表８）。

図５　人生スケジュールを
　　　立てる

図６　こども食堂に関わった
　　　経験を伝える

図７　意識の変化を読み取る

表８　ティーチイン倉敷中央の概要　＊令和6年度冬は予定
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④　現職教師（活躍する卒業生）との交流
　教員採用試験対策講座では、活躍する卒業生から「家庭科教師として働くということ－教師として
の喜びと専門性－」と題して講義やワークショップを受ける機会を設定している（表９）。教諭から
学校現場の様子や授業実践や大学時代に学んでおくべきこと、今役に立っていること等を直接聴くこ
とで、教師への志を高くする機会となっている。

５．まとめと考察
　教師は時代の変化に対応する実践力が求められている。スキルを積み上げていくことによって教師
は実践力を身につけていくとされるが、実際には、理論と実践の往還なくしては教育現場での実践力
は育成できない。令和４年12月、「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成･採用･研修等の在り方
について～『新たな教師の学びの姿』の実現と、多様な専門性を有する質の高い教員集団の形成～（答
申）」が示され、「教師に求められる資質能力」は、「教職に必要な素養」「学習指導」「生徒指導」「特
別な配慮や支援を必要とする子供への対応」「ICTや情報･教育データの利活用」の５つにまとめられ
た。また、文部科学省の教師を目指す学生向け資料では、「今回の答申は、教師の養成･採用･研修の
一体的な改革を通じ、教師が創造的で魅力ある仕事であることが再認識され、志望者が増加し、教師
自身も士気を高め、誇りを持って働くことができるという将来を実現するための提言である。」とし
ている。この「教師の養成段階」は、大学のみで行われるものではなく、①家庭科の魅力ある授業を
通して教師を目指す生徒が増加し、教員養成課程設置大学へ入学すること、②大学での養成は学校現
場等の協力も得て理論と実践を往還しながら教壇に立つイメージを膨らませていくこと、③目の前の
生徒理解と授業力向上を目指して絶えず研鑽を積むことと考える。以上のことから、授業や活動を行
う上で、大切にしていることは次の７点である。①授業は生徒と対話しながら、②タブレットは文房
具、③黒板×ICTのハイブリット授業（自分のスライドだけに頼らない）、④教材研究を楽しむ、⑤
先輩、後輩の良いところをまねる、⑥失敗から学ぶことは多い、⑦謙虚・研鑽・感謝の心である。

６．今後の課題
　学校における働き方改革の目的は、教師のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くことで生
徒に向き合う時間を確保し効果的な教育活動を行うことである。大学での教職志望を維持向上させる
観点からも、ICT活用能力の向上や教職履修者が学年を超えて支え合うシステム、高校や地域と連携
した学校体験活動の充実や学校現場の支援体制、活躍する卒業生との交流機会等を通して在学中だけ
でなく卒業後も「くらしき作陽大学卒業生」として、協働し教師実践力を高め合っていくことを期待
している。
　堀内３）は、模擬授業の意義として、「①授業の疑似体験をする、②授業の事前準備から終了までの
見通しを持つ、③授業を解釈する視点を獲得する、の３点と授業後の相互評価の効果」を挙げている。

表９　学校現場の見学　＊令和６年は予定

表10　現職教師の講話　＊令和６年は予定
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現在、学生は「家庭科教育法1～Ⅳ」および模擬授業研究会で５回の模擬授業を実施後、作陽学園高
校での模擬授業を行っている。その後、教育実習前に２回、教育実習後に後輩たちに研究授業、「教
育活動実践演習」では作陽学園高校で調理実習（TT）の合計10回、実践力向上のための模擬授業を行っ
ている。このことは，学生相互の評価でも有意な評価が得られているが、そのためのシステムを構築
していくことが今後の課題である。
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